まちづくりG＜大阪駅北＞勉強会議事録（02,09,30　於KUC）

参加者：角野、加藤、赤尾、近藤、酒井、来馬、中尾、藤沢、村上、鉤、谷平、池亀、

松下（敬称略、順不同）

１：来馬氏から「尼崎21世紀の森構想」についての概略説明あり。

２：申請者名として「谷平勉」氏に。事務手続きは「村上正」氏にお願いする。

3：受付期間が12/1～1/31なので、11月中に勉強を終え、12月に書類作成、１月提出。

4：次回は10月7日、13時30分から、KUCにて。

5：各自でさまざまなキーワードを見つけてきてください。

９月２０日および９月３０日の勉強会での＜大阪駅北＞キーワード集

・住民税だけで成立していくので良いのか（昼間人口３５０万人、夜間人口２５０万人）

· 土地本位制はおしまい。（土地売却価格が採算性の分岐点であった）

· 目指す方向は？（１）採算性を度外視しない、現実的なもの。（２）夢物語

· 射程年限をどこに置くか？（せめて１００年単位で）

· 自然環境の変化の把握（１００年毎に１Mの海面上昇）

· 歴史、風土を踏まえた計画を。御堂筋の銀杏を上回る何かを。

· 風水思想、４方向の神を。

· 御霊神社、生魂神社、豊崎宮、住吉神社。

· 水の都復活を。（四ツ橋）

· 山を！

· 森を！

· S１７年に大阪市グリーンベルト構想が計画決定されていた。

その名残が、服部緑地、鶴見緑地、久宝寺緑地、大泉緑地である。

· 井伏鱒二著「山椒魚」（現代の閉塞感に通じる）～思い切った出口探しが必要。

· 世界的な経済の低成長、その中での関西の地盤沈下などの現実を容認し、熟成老化してゆく都市としてのあるべき姿を模索するべき。

· 伊丹空港が廃止されたときの跡地の位置づけを視野に入れて。

· 関西圏独立国家論。

· 単発的な思いつきだけでは不十分。いろいろなアイデアの組み合わせが必要。

1：拡大都市圏の範囲。

2：ゾーニング（居住ゾーン、ビジネスゾーン、リクリエーションゾーン等）

3：行政組織の改革（簡素化、事務方と作業方の分離などなど）

4：税制改革（ビジネス税、住民税、などなど）

5：建築の発想転換（100階建てのビルなど）

６：環境の時代（生態系、植生など）

7：老人対策、子どもの教育。

８：ホームレス救済。

